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ドイツバルト海沿岸の観光変動：ヴァルネミュンデ保養地の事例から 


















長が続き，2000 年から 2019 年までに訪問者数が 1.7













ドム島は 2019 年に，州内全宿泊数の 4 割を占めていた










 ロストック市の人口は統一後，1992 年の 240,481
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宿泊数が 3.5 倍に伸びた。2019 年には州内で延べ 340
万泊が過ごされ，24,000 人が宿泊業で働いていた。し
かし，宿泊数の 3 分の 1 が 7・8 月に集中し，季節性が























Amt Mecklenburg-Vorpommern 2020b）。  
 観光産業の代表的な業種としての宿泊業を見ると，
























（Statistisches Amt Mecklenburg-Vorpommern 2020a）。 
 2019 年の宿泊施設別・目的地別の到着数・宿泊数











区分 訪問者数 宿泊数 
平均滞 
在日数 
総数 8,362,988 34,117,199 4,1 
国内観光者 7,970,205 33,013,743 4.1 
国際観光者 392,783 1,103,456 2.8 
ホテル、ペンション等 4,768,025 13,919,939 2.9 
貸別荘，寮，ユースホ
ステル等 
3,594,963 20,197,260 5.6 
キャンプ場 1,126,332 5,069,639 4.5 
その他の宿泊施設 170,948 3,236,810 18.9 
海沿いの宿泊施設 6,212,929 27,233,784 4.4 
ロストック市 829,222 2,288,907 2.8 
内ヴァルネミュンデ
地区 
397,984 1,316,106 3.3 










































をもたらした（Barnewitz 1925, p. 281）。当時は，海に
入ると同時に海辺の新鮮な空気を吸うことも身体に良
いとされ，沿岸保養は楽しみだけでなく，治療として
も位置付けられていた。観光シーズンは 6 月から 9 月
まで続き，4 週間部屋を借り，自炊しながら滞在する
客が多かった。現在も残る「前列」と「後列」という，
川沿いに 2 列で並ぶ集落の形は 16 世紀まで遡るが

































































んでいる（藤井・神谷 2014, p. 118）。観光が発展する
際も同じような社会的変化がみられるため，観光とジ
ェントリフィケーションの関係を地理学の視点から議




























局の聞き取り調査による；2018 年 9 月 2 日；Hansestadt 
Rostock 2017）。平均滞在日数は 3.3 泊（2019 年）と他
の沿岸域保養地に比べて短いことは，アクセスの便利
さと近隣観光が影響しているといえよう（Statistisches 











れも可能である。クルーズ寄港回数は 2008 年の 115
回から 2018 年の 206 回までほぼ倍増し，利用客数も



































































2 Melderegister der Hanse- und Universitätsstadt Rostock, 
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